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（１）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
長
ら
く
休
止
し
て
い
た
歴

史
あ
る
「
図
書
館
の
つ
ど
い
」
。
そ
れ
が
い
よ
い
よ
復
活
し
た

令
和
２
年
８
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
『
人
類
と
病
』
に
参
加
し

た
。

　

自
粛
明
け
の
第
一
弾
と
し
て
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
な
テ

ー
マ
。
た
だ
、
そ
の
元
と
な
っ
た
著
書
『
人
類
と
病
』
は
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
便
乗
し
て
急
遽
刊
行
し
た
も
の
で
は
な
く
、

講
師
の
詫
摩
佳
代
氏
の
専
門
、
国
際
政
治
の
面
か
ら
見
た
保
健

事
業
を
題
材
と
し
て
、
２
０
１
５
年
に
企
画
さ
れ
て
少
し
ず
つ

書
き
進
め
て
き
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
目
先
の
感
染

症
対
策
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い
視
点
、
長
い

ス
パ
ン
で
捕
ら
え
た
、
保
健
衛
生
に
対
す
る
国
際
協
力
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
世
界
規
模
の
保
健
機
関
で
あ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
そ
し
て
そ

の
前
身
の
国
際
連
盟
内
に
常
設
さ
れ
た
保
健
機
関
か
ら
続
く
、

人
類
と
感
染
症
と
の
闘
い
の
歴
史
を
紐
解
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
公
衆
衛
生
で
の
世
界
的
な
協
力
体
制
は
こ
こ
百
年
足
ら
ず

で
し
か
な
い
こ
と
。
そ
の
協
力
体
制
を
強
化
さ
せ
る
契
機
と
な

っ
た
の
は
、
悲
し
い
こ
と
だ
が
二
度
の
世
界
大
戦
と
い
う
こ
と
。

た
だ
そ
の
短
い
歴
史
の
中
で
も
、
天
然
痘
や
ポ
リ
オ
を
撲
滅
し

た
り
、
近
年
で
言
え
ば
、
２
０
０
３
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
２
０
０

９
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
、
２
０
１
４
年
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
な
ど
、

確
実
に
成
果
を
出
し
て
い
て
、
現
在
も
複
数
の
感
染
症
対
策
事

業
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
を
知
れ
ば
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
も
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
。

　

そ
こ
で
大
き
な
壁
と
な
る
の
が
、
そ
の
協
力
体
制
を
巡
る
各

国
の
思
惑
と
資
金
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
は
、
今
に
始
ま
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
発
足
当
初
か
ら
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ペ

ス
ト
・
コ
レ
ラ
・
黄
熱
病
に
対
応
す
る
た
め
に
、
１
８
５
１
年

に
初
め
て
国
際
衛
生
会
議
が
行
わ
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
実

際
に
国
際
機
関
を
作
る
た
め
の
合
意
が
で
き
た
の
は
約
50
年
後

の
１
９
０
３
年
で
あ
っ
た
り
、
こ
の
３
種
類
の
感
染
症
で
の
合

意
で
あ
っ
た
た
め
、
チ
フ
ス
な
ど
新
し
い
感
染
症
が
発
生
し
た

時
に
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
り
な
ど
。

　

資
金
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
対
応
が
中
国
寄
り
な
の
は
分
担
金
が
増
え
て
き
た
か
ら
だ

と
か
、
そ
の
対
応
を
理
由
に
ア
メ
リ
カ
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
脱
退
す
る

と
脅
し
を
か
け
る
な
ど
、
駆
け
引
き
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
今
や
、
各
国
の
分
担
金
以
外
の
自
発
的
出
資
金
と
い
う
、

純
粋
な
寄
付
金
の
比
率
の
方
が
格
段
に
大
き
い
と
い
う
事
実
を

知
る
と
、
一
般
的
な
報
道
と
は
ま
た
違
っ
た
面
が
見
え
て
く
る
。

ア
メ
リ
カ
・
中
国
そ
し
て
日
本
と
い
っ
た
各
国
の
分
担
金
を
遙

か
に
上
回
る
自
発
的
出
資
金
を
出
し
て
い
る
世
界
的
な
財
団
の

本
当
の
狙
い
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
、
な
ど
。

　

人
の
往
来
が
世
界
規
模
に
な
っ
た
現
在
、
自
国
だ
け
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
締
め
出
し
た
と
し
て
も
終
息
は
望
め
な
い
。

そ
こ
で
、
ワ
ク
チ
ン
を
自
前
で
開
発
・
調
達
で
き
な
い
国
へ
も

平
等
に
配
布
で
き
る
よ
う
に
と
、
各
国
が
資
金
を
出
資
し
て
自

国
で
確
保
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
提
供
す
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
」
と
い
う
事
業
が
立
ち
上
が
り
、
日
本
は
こ
れ
に
既
に

参
加
を
表
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
っ
と
知
ら
れ
て
良

い
と
感
じ
た
。
た
だ
し
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
・
イ

タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
中
国
と
い
っ
た
大
国
が
参
加

し
て
お
ら
ず
足
並
み
が
揃
っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
。

　

今
後
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
い
た
と
し
て

も
、
世
界
規
模
の
新
し
い
感
染
症
は
出
て
く
る
。
ま
た
、
こ
の

ウ
イ
ル
ス
に
隠
れ
て
話
題
に
も
上
が
ら
な
い
感
染
症
が
、
今
現

在
も
世
界
に
は
多
数
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
感
染
症
と

対
峙
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、
正
し
い
情
報
。
今
回

の
参
加
者
の
よ
う
に
、
高
い
関
心
と
見
識
を
持
っ
て
活
発
な
質

疑
応
答
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
は
、
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

『人類と病』に参加して
〈図書室のつどい　参加者の感想〉

杉本 敬太郎



し
始
め
た
。
イ
ー
ス
タ
ー
に
子
供
た
ち
か
ら
フ
ァ

ン
シ
ー
な
お
礼
の
カ
ー
ド
（
「
あ
り
が
と
う
お
爺

ち
ゃ
ん
」
！
）
を
も
ら
っ
て
、
は
に
か
む
。
か
つ

て
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
と
言
わ
れ
た
福

祉
国
家
・
英
国
。
従
来
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
存
続

を
望
む
お
っ
さ
ん
た
ち
は
「
Ｅ
Ｕ
離
脱
」
投
票
の

結
果
に
も
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。

　

『
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、
ち
ょ
っ

と
ブ
ル
ー
』
は
息
子
と
学
校
の
話
だ
。
息
子
は
市

内
で
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
小
学
校

か
ら
そ
の
中
学
に
進
学
す
る
と
思
い
き
や
、
か
つ

て
荒
れ
て
い
た
地
元
の
「
元
底
辺
中
学
校
」
を
希

望
す
る
。
そ
こ
は
「
貧
困
」「
差
別
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

と
い
っ
た
格
差
社
会
の
縮
図
で
、
ま
さ
に
「
多
様

性
」
の
学
校
だ
っ
た
。

　

「
ブ
ル
ー
と
い
う
単
語
は
ど
ん
な
感
情
を
意
味

す
る
か
」
と
い
う
学
校
の
宿
題
に　

「『
怒
り
』
と

答
え
た
ら
先
生
に
赤
ペ
ン
で
思
い
っ
き
り
直
さ
れ

た
」
と
言
う
息
子
。
あ
る
日
著
者
が
息
子
の
忘
れ

て
い
っ
た
ノ
ー
ト
を
見
る
と
そ
の
宿
題
の
ペ
ー
ジ

の
余
白
に
「
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、

ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
」
と
書
い
て
あ
る
の
を
見
つ
け

た
。
著
者
は
詮
索
し
な
い
が
、子
供
の
成
長
に
ち
ゃ

ん
と
目
を
向
け
る
。
「
多
様
性
」
に
は
、
す
ぐ
に

得
ら
れ
る
「
正
解
」
が
な
い
。
そ
れ
で
も
疑
問
を

抱
き
、
悩
み
、
反
駁
し
な
が
ら
も
、
自
分
で
考
え

よ
う
と
す
る
中
学
生
の
息
子
の
姿
が
著
者
の
や
さ

し
い
眼
差
し
で
生
き
生
き
と
描
か
れ
る
。

　

２
冊
の
本
は
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
同
じ
コ
イ

ン
の
両
面
」
だ
と
著
者
は
言
う
。
読
む
と
お
っ
さ

　

著
者
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
は
、
英
国
在
住
の

日
本
人
作
家
だ
。
英
国
人
の
夫
と
中
学
生
の
息
子

と
暮
ら
し
て
い
る
。
２
冊
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

は
何
気
な
い
ふ
だ
ん
の
生
活
を
描
く
の
だ
が
、
世

の
中
は
「
Ｅ
Ｕ
離
脱
（
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
）
」
で
国

を
二
分
す
る
大
騒
ぎ
で
、
社
会
問
題
が
続
出
す
る
。

　

『
ワ
イ
ル
ド
サ
イ
ド
を
ほ
っ
つ
き
歩
け
』
は
副

題
の
「
ハ
マ
ー
タ
ウ
ン
の
お
っ
さ
ん
た
ち
」
に
あ

る
よ
う
に
、
社
会
学
者
、
ポ
ー
ル
・
Ｅ
・
ウ
ィ
リ

ス
が
１
９
７
７
年
の
著
書
『
ハ
マ
ー
タ
ウ
ン
の
野

郎
ど
も
』
で
扱
っ
た
労
働
者
階
級
の
子
供
た
ち
の

よ
う
な
悪
ガ
キ
が
40
数
年
経
つ
と
こ
ん
な
風
に
な

る
と
い
う
「
お
っ
さ
ん
」
た
ち
の
話
だ
。
著
者
の

夫
（「
連
合
い
」
ま
た
は
「
配
偶
者
」）
は
銀
行
に

勤
め
た
が
今
は
「
子
供
の
こ
ろ
や
り
た
か
っ
た
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
し
て

い
る
。
彼
の
ま
わ
り
に
は
自
然
と
い
ろ
い
ろ
な

「
お
っ
さ
ん
」
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。

　

大
型
ス
ー
パ
ー
で
働
く
ス
テ
ィ
ー
ヴ
は
長
身
、

ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
、
冬
で
も
半
そ
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の

怪
異
な
お
っ
さ
ん
だ
が
、
高
齢
の
母
親
の
面
倒
を

見
て
い
て
、
在
宅
ケ
ア
の
人
が
来
て
い
る
間
だ
け

は
、
図
書
館
に
行
っ
て
本
を
読
む
こ
と
を
愉
し
み

と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
保
守
党
政
権
の
「
緊
縮

財
政
」
策
の
あ
お
り
で
、
こ
の
公
立
図
書
館
は
閉

ざ
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
の
乳
児

や
幼
児
が
使
う
遊
戯
室
の
隅
っ
こ
に
置
か
れ
た
パ

ソ
コ
ン
１
台
の
「
図
書
サ
ー
ビ
ス
」
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
意
地
で
通
い
詰
め
る
う
ち
に
、

見
る
に
見
か
ね
て
係
員
を
助
け
て
幼
児
の
世
話
を

ん
と
中
学
生
た
ち
が
い
つ
の
間
に
か
身
近
で
い
と

お
し
い
存
在
に
な
っ
て
く
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
長
期

の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
あ
っ
て
こ
の
人
た
ち
は
ど
う

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
い
や
、
き
っ
と
し
た
た
か

に
生
き
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。 

講　師 小平麻衣子
 （慶応義塾大学・日本近代文学）

と　 き １０月８日（木） 夜７時半～９時半

定　員 ３０名 （今年度申込済の方は申込不要）

ところ      公民館 地下ホール

申込先  公民館  ☎（５７２）５１４１

講　師 紅野謙介
 （日本大学・日本近代文学）

と　 き １０月２２日（木） 夜７時半～９時半

定　員 ３０名 （今年度申込済の方は申込不要）

ところ      公民館 地下ホール

申込先  公民館  ☎（５７２）５１４１

柴崎友香　　　　　　　　　　　　
   『わたしがいなかった街で』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新潮文庫）

西加奈子　『 i 』 　（ポプラ文庫）

くにたちブッククラブ

　＊次回は１1月１２日(木)宇野千代 『色ざんげ』 （岩波文庫） です。

ブレイディみかこ著

　     『ワイルドサイドをほっつき歩け
　　　　　      ―ハマータウンのおっさんたち― 』

　  『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』

 中井 一人

―空間を超えて世界と向きあう文学―

おだいら こ う の

は
ん
ば
く

（２）図書室月報 2020 年 (令和２年 )１0 月



（３） 図書室月報 2020 年 (令和２年 )10 月

　

厳
し
い
自
然
環
境
、
食
料
や
水
、
行
動
に
も
制
限
の
あ
る
南
極

で
は
、
何
事
も
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
緊
張
感
が
あ
り
な
が
ら
、

様
々
な
発
見
や
感
動
に
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

著
書
で
は
、
母
と
し
て
家
事
、
育
児
に
奮
闘
す
る
日
々
を
送
っ

て
い
た
渡
貫
さ
ん
が
、
南
極
観
測
隊
の
調
理
隊
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
１
年
４
カ
月
を
過
ご
し
た
南
極
で
の
挑
戦
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

自
ら
望
ん
で
や
っ
て
き
た
南
極
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
全
う

す
る
隊
員
達
の
様
子
は
、
と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
い
て
魅
力
的

で
す
。

　

今
回
は
、
南
極
観
測
隊
員
と
な
る
ま
で
や
南
極
で
の
日
々
な
ど

南
極
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　〈
渡
貫
さ
ん
の
本
〉
表
題
作
（
平
凡
社
）

と　

き 

11
月
15
日
（
日
） 

朝
10
時
～
12
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

４0
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

10
月
20
日
（
火
）  

朝
９
時
～

 

公
民
館　

☎
（
５
７
２
）
５
１
４
１

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

　

中
止
と
し
て
い
た
講
座
で
す
。

      

『
南
極
で
は
た
ら
く
』

                 

ー
か
あ
ち
ゃ
ん
、
調
理
隊
員
に
な
る
ー

お
話　

渡
貫 

淳
子

　

 

（
第
57
次
南
極
地
域
観
測
隊
調
理
隊
員
）

閉
ざ
さ
れ
た
扉
を
こ
じ
開
け
る 

稲
葉
剛
（
朝
日
新
聞
出
版
）
361

多
文
化
共
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

徳
井
厚
子
（
ア
ル
ク
）
361

障
が
い
者
だ
か
ら
っ
て
、
稼
ぎ
が
な
い
と
思
う
な
よ
。

 

姫
路
ま
さ
の
り
（
新
潮
社
）
366

同
僚
は
外
国
人
。 

細
井
聡(

Ｃ
Ｃ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス)

366

女
性
が
オ
フ
ィ
ス
で
輝
く
た
め
の
12
カ
条

 

ジ
ョ
ア
ン
・
リ
ッ
プ
マ
ン
（
文
藝
春
秋
）
366

「
勤
労
青
年
」
の
教
養
文
化
史 

福
間
良
明
（
岩
波
書
店
）
367

デ
ン
マ
ー
ク
の
女
性
が
輝
い
て
い
る
わ
け

 

澤
渡
夏
代
ブ
ラ
ン
ト
（
大
月
書
店
）
367
さ

目
に
見
え
な
い
傷

レ
イ
チ
ェ
ル
・
ル
イ
ー
ズ
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
（
み
す
ず
書
房
）
367
ス

離
婚
の
経
済
学 

橘
木
俊
詔
（
講
談
社
）
367
た

障
害
者
と
表
現
活
動 

川
井
田
祥
子
（
水
曜
社
）
369

地
域
で
支
え
る
子
ど
も
の
貧
困 

南
野
奈
津
子
編
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
369

教
育
は
何
を
評
価
し
て
き
た
の
か 

本
田
由
紀
（
岩
波
書
店
）
371

も
の
が
た
り
茶
と
中
国
の
思
想 

佐
野
典
代
（
平
凡
社
）
383

〈
自
然
科
学
〉

新
種
の
発
見 

岡
西
政
典
（
中
央
公
論
新
社
）
481

ど
う
す
る
!?
新
型
コ
ロ
ナ 

岡
田
晴
恵
（
岩
波
書
店
）
493

強
制
不
妊
と
優
生
保
護
法 

藤
野
豊
（
岩
波
書
店
）
498

〈
文
学
〉

「
井
上
ひ
さ
し
」
を
読
む 

今
村
忠
純
（
集
英
社
）
910
い

万
葉
学
者
、
墓
を
し
ま
い
母
を
送
る 

上
野
誠
（
講
談
社
）
91
う

故
郷
喪
失
の
時
代 

小
林
敏
明
（
文
藝
春
秋
）
91
こ

人
生
論
あ
な
た
は
酢
ダ
コ
が
好
き
か
嫌
い
か

 

佐
藤
愛
子
（
小
学
館
）
91
さ

重
森
三
玲 

重
森
三
玲
（
平
凡
社
）
91
し

風
と
双
眼
鏡
、
膝
掛
け
毛
布 

梨
木
香
歩(

筑
摩
書
房)

91
な

ク
ス
ノ
キ
の
番
人 

東
野
圭
吾
（
実
業
之
日
本
社
）
91
ひ

父
・
山
口
瞳
自
身 

山
口
正
介
（
小
学
館
）
91
や

月
の
ケ
ー
キ 

ジ
ョ
ー
ン
・
エ
イ
キ
ン
（
東
京
創
元
社
）
93
エ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

新
着
図
書
か
ら

〈
総
記
〉

相
対
化
す
る
知
性 

西
山
圭
太
（
日
本
評
論
社
）
007

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

定
年
を
病
に
し
な
い 

高
田
明
和
（
ウ
ェ
ッ
ジ
）
159

地
図
で
見
る
世
界
の
宗
教 

テ
ィ
ム
・
ダ
ウ
リ
ー
（
柊
風
舎
）
162

時
空
を
翔
け
る
中
将
姫 

日
沖
敦
子
（
平
凡
社
）
184

〈
歴
史
〉

か
く
さ
れ
て
き
た
戦
争
孤
児 
金
田
茉
莉
（
講
談
社
）
210

昭
和
史
の
本
質 

保
阪
正
康
（
新
潮
社
）
210

ス
ゴ
母
列
伝 

堀
越
英
美
（
大
和
書
房
）
281

卒
寿
の
自
画
像 

中
西
進
（
東
京
書
籍
）
289

〈
社
会
科
学
〉

よ
う
こ
そ
南
ア
ジ
ア
世
界
へ 

石
坂
晋
哉
編
（
昭
和
堂
）
302

地
図
で
見
る
中
東
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

 

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ラ
ン
（
原
書
房
）
302

ワ
イ
ル
ド
サ
イ
ド
を
ほ
っ
つ
き
歩
け

 

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
（
筑
摩
書
房
）
302

ま
つ
ろ
わ
ぬ
者
た
ち
の
祭
り 

鵜
飼
哲
（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）
304

ル
ポ
つ
な
が
り
の
経
済
を
創
る 

工
藤
律
子
（
岩
波
書
店
）
309

３
・
11
後
の
社
会
運
動 

樋
口
直
人
編
著
（
筑
摩
書
房
）
309

し
の
び
寄
る
国
家
の
道
徳
化 

碓
井
敏
正
（
本
の
泉
社
）
311

デ
ジ
タ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
や
っ
て
く
る
！

 

谷
口
将
紀
（
中
央
公
論
新
社
）
311

強
権
に
「
い
い
ね
！
」
を
押
す
若
者
た
ち 

玉
川
透
（
青
灯
社
）
311

独
裁
者
が
変
え
た
世
界
史　

上
・
下

 

オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ゲ
ズ
編
（
原
書
房
）
313

ユ
ダ
ヤ
世
界
に
魅
せ
ら
れ
て 

広
瀬
佳
司
（
彩
流
社
）
316

平
和
を
つ
く
る
を
仕
事
に
す
る 

鬼
丸
昌
也
（
筑
摩
書
房
）
319

中
東
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
終
わ
ら
な
い

 

村
瀬
健
介
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
319

図
書
室
の
つ
ど
い



（４）図書室月報 2020 年 (令和２年 )10 月

い
け
な
い
こ
と
、
同
年
代
と
の
関
係
づ
く
り
の
難
し

さ
、
経
済
的
な
困
窮
、
不
安
定
な
家
庭
状
況
等
、
多
感

な
時
期
に
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
る
中
で
荒
れ
て
い

く
若
者
は
多
い
。
ま
た
、〝
地
元
〟
の
強
い
連
帯
感(

し

が
ら
み)

も
彼
ら
の
生
活
を
規
定
す
る
。
狭
い
人
間
関

係
の
中
で
、
授
か
り
婚
や
離
婚
、
再
婚
が
繰
り
返
さ
れ
、

親
戚
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
っ
て
い
く
。
狭
く
濃
密

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
は
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
も
少
な

く
、
狭
い
価
値
観
や
人
間
関
係
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、

抜
け
出
せ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
貧
困
の
連
鎖

が
起
こ
る
。

　

一
方
で
、
様
々
な
し
ん
ど
さ
を
抱
え
た
若
者
た
ち
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
文
化
も
あ
る
。
ラ
ッ
プ
や
ダ
ン

ス
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
い
っ
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
で
あ
る
。
川
崎
の
若
者
が
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
現
す
る
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
印
象

的
だ
っ
た
の
が
、
川
崎
の
こ
れ
ら
の
文
化
が
、
川
崎
で

生
き
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や

誇
り
、
そ
し
て
団
結
感
を
若
者
に
与
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　

様
々
な
し
ん
ど
さ
や
多
様
な
背
景
を
抱
え
な
が
ら

も
、
し
な
や
か
に
生
き
て
い
る
子
ど
も･

若
者
の
姿
は
、

私
が
持
っ
て
い
た
紋
切
り
型
な
川
崎
の
イ
メ
ー
ジ
を
広

げ
深
め
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情

報
で
は
、
到
底
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
複
雑
や
豊
か
さ

も
含
ん
で
い
る
と
思
う
。 

（
サ
イ
ゾ
ー
）

　　

音
楽
ラ
イ
タ
ー
の
磯
部
涼
は
、
本
書
の
中
で
、
川
崎

を
以
下
の
よ
う
な
言
葉
で
表
し
て
い
る
。
「
日
本
の
近

代
を
象
徴
す
る
、
そ
し
て
、
未
来
を
予
言
す
る
よ
う
な

場
所
」「
日
本
が
抱
え
る
問
題
を
凝
縮
し
た
都
市
」。　

　

本
書
が
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
川
崎
の
中
で
も
、
最

も
南
東
に
位
置
し
て
い
る
川
崎
区
で
あ
る
。
川
崎
区
は

臨
海
部
の
工
業
地
帯
と
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
た
め

の
い
わ
ゆ
る
〝
飲
む･

打
つ･

買
う
〟
の
業
種
を
中
心
に

発
展
し
て
き
た
。
お
お
ひ
ん
地
区
と
呼
ば
れ
る
地
域
に

は
、
工
場
で
働
く
た
め
に
朝
鮮
半
島
か
ら
来
た
在
日
コ

リ
ア
ン
の
人
々
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
、
差
別
問

題
と
現
在
も
戦
っ
て
い
る
。
１
９
９
０
年
以
降
は
、
中

国
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
イ
ン
ド
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
や

南
米
か
ら
の
流
入
者
も
増
え
、
様
々
な
文
化
的
背
景

を
持
つ
人
々
が
共
生
す
る
地
域
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
貧
困
問
題
」
「
多
文
化
共
生
」
「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
」
と
、
読
み
手
の
問
題
意
識
や
関
心
に
よ
っ

て
、
様
々
な
切
り
口
か
ら
読
む
こ
と
が
出
来
る
本
書
だ

が
、
教
育
学
部
で
学
ぶ
私
は
、
川
崎
で
生
き
る
「
子
ど

も･

若
者
」
の
姿
に
強
く
引
き
込
ま
れ
た
。

　

多
文
化
地
域
の
中
で
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど

も
や
、
現
場
仕
事
と
安
い
家
賃
を
求
め
て
川
崎
に
や
っ

て
き
た
日
本
人
を
親
に
持
つ
子
ど
も
は
少
な
く
な
い
。

日
本
語
の
理
解
が
十
分
で
な
く
学
校
の
勉
強
に
つ
い
て

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
１
回
〉

石
井 

翔
梧

磯
部
涼
著　

『
ル
ポ 

川
崎
』

図
書
室
の
つ
ど
い

係から

﹁
私
の
本
棚
か
ら
﹂
は
今
月
か
ら
大
久
保
芽
衣

さ
ん
か
ら
石
井
翔
梧
さ
ん
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
︒
来
月
以
降
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
︒

　

男
性
が
「
男
性
で
あ
る
」
と
い
う
だ
け
で
、〝
謝
ら
な
い
〟
〝
な
に
か
と
す
ぐ
不
機

嫌
に
な
る
〟〝
や
ら
な
く
て
済
む
〟
と
い
っ
た
よ
う
な
特
権
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
「
男
ら
し
く
あ
れ
」
と
言
わ
れ
て
苦
し
む
男
性
や
、
辟
易
し
て
い
る
女

性
が
い
る
な
か
で
、
そ
ん
な
男
ら
し
さ
へ
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

著
書
で
、
自
ら
の
失
恋
体
験
、
恋
バ
ナ
収
集
の
現
場
で
見
聞
き
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

ニ
ュ
ー
ス
、
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
を
通
じ
て
「
自
分
と
男
性
性
」
の
問
題
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
清
田
さ
ん
。
今
回
は
、
清
田
さ
ん
に
男
性
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
見

つ
め
直
し
、「
俺
た
ち
」
か
ら
「
私
」
と
い
う
個
人
へ
の
脱
皮
を
目
指
す
プ
ロ
セ
ス
や
、

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　

講
座
は
、
会
場
で
の
対
面
形
式
で
の
参
加
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
を
併
用
し
ま
す
。

〈
清
田
さ
ん
の
本
〉
表
題
作
（
ス
タ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
）

      
『
さ
よ
な
ら
、
俺
た
ち
』

          　

      
ー
ダ
サ
く
て
、
イ
タ
い〝
男
ら
し
さ
〟の
先
に
あ
る
、
私
ー

お
話　

清
田 

隆
之  

（
文
筆
業
）

と　

き 

11
月
６
日
（
金
） 

夜
７
時
～
９
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

３
階
講
座
室

定　

員 

会
場
受
講 

15
名
（
申
込
先
着
順
）

 

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
30
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

10
月
９
日
（
金
）
朝
９
時
～

 
                

11
月
４
日
（
水
）  

夕
５
時

会
場
受
講 

公
民
館  

☎
（
５
７
２
）
５
１
４
１

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講　

下
記
参
照

　

(※

参
加
方
法
の
詳
細
は
11
月
５
日(

木)

ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

メ
ー
ル
い
た
し
ま
す
。)

【オンラインよる講演の申込みと視聴について】

申込先 sec_kominkan@city.kunitachi.lg.jp
当日の参加者側の環境での接続や音声の不備についての

お問い合わせには対応はできませんのでご了承ください。
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